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私の会計理論は， A.C.リトルトンや W.Aペイトンの考え方を参考にしてはいるけれども，
その根幹は恩師・故木村重義先生の考え方に大きく影響を受けている。
恩師は会計の目的によって理論は異なるし理論が異なるということは理論を組み立てる理
論構成上の原則も異なると考えられていた。会計の目的を期間損益計算(分配可能利益の算定)
とみる場合と，経営状況の報告(情報開示)とみる場合とで会計の原則および理論は異なると
いうのである。筆者は恩師のこの考え方に強く影響されている。恩師の考えの基礎にあったの
はLコフエロである。筆者は恩師から「コフエロと同じような考えの論者としてペイトンが
いる」とのアドバイスを受け ペイトンの評価学説についての研究を行った。一般に，ペイト
ンは学説を変えたと紹介されているが，そう言える部分もあるかもしれない。しかし，ペイト
ンは会計目的の違いによって会計の原則は異なると考えていたのである。一冊の著書の中でさ
えも異なった原則を主張している。ペイトンが会計目的の違いによって会計の原則が異なると
考えているということを「ベイトンの時価評価観Jという題名で日本会計研究学会第37回大
会において発表した。
会計の目的ということを考えてみると，その重点が期間損益計算(分配可能利益の算定)か
ら投資家への情報開示へと移ってきている。期間損益計算(分配可能利益の算定)を主目的と
した会計は慣習的に行われてきた会計であるのに対して，投資家への情報開示を主目的とした
会計は慣習的な会計に捉われることなく.新しい会計体系を創造する必要がある。前者の会計
についての理論は帰納法によって理論を展開することになるし後者の会計については演鐸法
によって理論を展開することになる。帰納法による理論展開の方法についてはリトルトンの考
え方が筆者の理論構成に役だ、っている。
会計の目的によって理論が異なるだけでなく，理論構成の方法も異なる。近年.収益・費用
アプローチ，資産・負債アプローチという言い方がされている。アプローチのことを『観Jと
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いう語で表現する者がいるように，アプローチとは会計目的観を意味する。収益・費用アプロー
チというのは期間損益計算(分配可能利益の算定)を会計の主目的と見て会計理論を組み立て
る方法であるし，資産・負債アプローチというのは情報開示を会計の主目的とみて会計理論を
組み立てる方法である。期間損益計算を目的として作成される財務諸表と投資家への情報開示
と目的として作成される財務諸表が同じものであるはずはない。そのように考えれば，新しい
会計問題が容易に解決できると思う。
恩師独特の「費用の実現」という考え方1は筆者の研究に多大な影響を与えている。一般に，
費用については「発生主義」によって認識し収益については「発生主義Jによってではなく.r実
現主義」によって認識するといわれている。つまり，収益には発生ということのほかに実現と
いう言い方がなされているが 費用については実現という言い方はされてはいない。したがっ
て，実現という用語は収益ばかりでなく，費用についても言いうると言うと，多くの人々にとっ
て奇異なことに映るかもしれない。しかし収益について発生という言い方のほかに実現とい
う言い方がなされるのであれば，費用についても発生，実現という言い方がありうるというの
は用語法として当然である。
たとえば. (借方)貨幣同等物 xxx (貸方)00益 xxxという処理を行った場合の収益は実
現収益であろうか，発生収益であろうか。収益は実現主義によって認識することになっている
ことからして，一般に，実現収益とされている。では. (借方)00費XXX (貸方)貨幣同等
物 xxxという処理を行った場合の費用は発生費用といえるであろうか。両者は同じ認識方法
であれば，費用の場合にも実現費用でなければ，用語法としても，概念としても不統ーである。
筆者は費用の実現と費用の発生とを区別することによって，引当金の概念を明確にし，博士論
文円i当金会計についての研究』を執筆している。
1.ペイトン学説研究
わが国において，ベイトンの著書のうち，紹介あるいは引用される頻度が最も高い著書と
いえば， リトルトンとの共著“'AnIntroduction to Corporate Accounting Standards" (1940年)
があげられる。
共著者は次のように述べている。 r.・H ・収益は新しい，そして信頼しうる資産，望むらくは
現金または現金同等物で立証され 裏づけられるべきである。このような基本的な要件は販売
の完了を収益実現の試標 (test)として用いることによって充分に満たされるのである。…
販売はその企業に新しい資産，通常現金または受取債権，をもたらして……政府に法人所得税
を支払い，投資者たちに利子や配当を支払う基礎を供与する2J。共著者は利益について分配
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可能利益を念頭におき，実現主義によって認識・計上すべきであるとする。
共著者は増価について，次のように述べている。「増価は認識可能な利益と言えるであろうか。
この間については否定的な答えはまったく正当である。価格の変動が現存する企業資産の経済
的な意味に重要な係わりをもつことは疑いない。しかし，市場価値の増大が実際の利益を表わ
すという見解には，正当な理由はほとんどない。一般に増価は営業活動についての利益を反映
しないか，あるいは，その尺度とならない。増価は取引ないし転換行為の結果ではない。増価
は債務の弁済や，出資者への支払に当てられるような流動資産を追加することに役立つことも
ない。増価は法律上も利益として認められることはあまりない。いや，ほとんどない汀。
しかし共著者は増価の認識を否定するわけではない。次のように述べている。 r..羊
その他の家蓄類の群の自然的な増加は，市場性のいちじるしく高い資産を表示しており，そ
れゆえに，認識可能な収益の諸属性の一つを備えているつ。「自然増価 (accretionor natural 
increase)が実質的な収益として報告されるべきではないといっても.この現象の貸借対照
表的な観点より見た現実または重要性を否定するという意味ではない。-…・・資産の増価分が，
…実現した利益と別個に報告されるならば 自然増価分を注意深く推定して報告することに
たいした重要な反対意見はまったく存しない5J。さらに，共著者は，あの種の酒類を例にして，
次のように述べている。「たとえば.ある種の酒類の場合は，成熟の期間中に増加する実現可
能価額の増加分は最終の販売価格中主要部分を占めており，…ーもし測定が注意深く行われ，
実現した利益と混同しないように明確に呼称されるならば，このような増大をとぎどき報告す
ることにたいして重大な反対論はまったく存しない6J。共著者は情報開示という観点から自
然増価を利益として報告することに賛意を表している。
このように，共著者は，増価について利益ではないと述べる場合もあるし，利益であると述
べる場合もある。これは 共著ゆえに互いの主張が異なるというわけではない。分配可能利益
を問題にするときには増価を利益とは見ないのに対して.情報開示という観点からは利益とし
て取り扱うというのである。会計目的によって説明が異なるのはペイトンの他の著書にもみら
れる。
ペイトンは一冊の著書の中でも原価評価が良いとする場合もあるし，時価評価が有効である
とする場合がある。
ベイトンは単著“AdvancedAccounting" (1941年)の第l章「財務諸表」において次のよう
に述べている。「評価および再評価から生ずる総減額は基礎的に原価数値から区別されるべきで
ある…一iJo r無形資産の再認識ないし再評価を通しての，あるいは設備資産ないし他の資産の
増額修正を通しての資本主持分の増加は一一何らかの形で貸借対照表に示すとしたら一一利益
剰余金から除き，通常の資本金と剰余金との合計の次に特別の科目を用いて示すべきであるお」。
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現在，土地を時価評価し土地再評価差額金を純資産の部に表示することになったが.ペイト
ンは1941年の時点でその提案を行っている。さらに次のように述べている。「再調達原価が取
得日と棚卸日とで大幅に変動しているならば，手持ちの財の取得原価は現在状態を示す報告掛
のためには不適当な数値であるつ。また， r投資分析ないし経営分析の基礎として，特に，還元
率あるいは収益力の計算に関して 記録された設備資産原価の限界が指摘されよう…・・・IOJ。
第6章「棚却資産評価」における「原価基礎」の節では次のように述べている。「棚卸資産
評価への原価アプローチは全体として最も合理的かつ充分なものである。……原価をもって評
価することは，稼得が販売量によって計測されるべきであるとするルールの補足である。原価
基礎以外の一切の基礎を用いることは，未実現利益を認識することになる。…・・価格づけに当
たっての原価基礎は損益計算書作成目的のために保持されるべきであるl1J。
ベイトンは，損益計算目的のためには原価評価が有効であり，情報開示，投資分析等といっ
た目的には時価評価が有効であると主張する。
n. リトルトンの会計学方法論研究
リトルトンは「会計進化論J(accounting Dawinism)の提唱者である 12。リトルトンは，会
計実務を次のように理解している。「会計それ自体は発見されたものではない。……その恭礎的
枠組は生産に使用された資本と その使用の果実である利益とを結びつけるような経済的感覚
に秀れた商人達の三世紀にわたる試行錯誤的経験の過程において進化してきたものである I:IJ。
すなわち.彼によれば， r会計は多くの場合，合致性によってえられたものであって，試行錯
誤法，ならびに『うまく運用されているJものの継続的使用ということに偏向する……もので
あるりというのである。
このような考え方に従って理論を構成するとすれば，古くから行なわれ.現在においても制
度として行なわれている会計実務について それが反復的に行われてきたことに意味が存在す
ると考え，その会計実務を説明的に記述することになる。現在まで行なわれてきた多種多様の
会計行為を観察し，その観察に基づいて一般化あるいは法則性を探し出すことによって会計理
論を形成するのである。
リトルトンは，会計実務は目的を持った行為であると考えている。会計行為というものは特
定の会計目的に関連するものである 15。彼は行為と目的との関係について次のように述べてい
る。「会計手続(目標に達するための行為)と会計目的(行為を起こさせる意図)……との|期
連は探し出しうるものである。会計行為は全く偶然に生起するものではない。行為は目的であ
る。そうでなければ，会計行為はおそらく徒労に終るほど漠然たるものとなるであろう。行為
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は元来その目的との関連を通じて理解しうるものになる 16J。したがって，彼によれば，試行
錯誤の繰り返しによって「うまく運用されている」もののみが継続的に使用されてきている現
在の会計実務は会計の目的に最もよく適合している，ということになるのである。
そこで，リトルトンにとってみれば，経験のなかから目的に最善のものを選んで，これを展
開し，また会計職能の発生および結果に対して関心を指向するものが会計理論の任務というこ
とになるのであろう。それゆえ，彼は，経験のなかに探究すべきものを求め，何が有意味であ
り，関連的であるかを教えることによって理論の完成を求めようとするのである 17。こう見る
と，彼がいうところの会計理論というものおおよその姿が見えてくるであろう。
会計理論とはどのようなものか，という聞に対して，リトルトンは次のように答えている。「会
計理論は……主として，行為に焦点が向けられている思考であることは明らかである。実務は
事実および行為であり，理論は解釈および理由から成り立っている。…一一定事項が他の事項
のかわりになぜ行なわれなければならないのか また 一定の方法が他の方法よりもなぜ秀れ
ているのかということについて適切な理由が存している。これらの理由が理論を作り上げてい
る。われわれが意識するかしないかにかかわらず われわれが行為するすべてのものの根源に
理由が存する 18J。さらに.r理論による解釈はなぜ一定の取引事実が他の(分類)範障に記入
されず，特定の範鴫に記入されるかという理由を知ることを容易にするための勘定定義として
なされる場合であろう。また，特定の理念が一般に承認され.あるいは排除されるかを示す場
合がありうる。この場合において解釈は正当化を行なっている 19J。すなわち，リトルトンは，
会計理論とは試行錯誤の繰り返しによって「うまく運用されている」ものだ、けが残ってきた現
在の会計実務にはそれなりの合目的性が存在するのだと見て この会計実務についての理由づ
けおよび解釈であると考えている。つまり，リトルトンは，会計理論とは古くから行なわれ現
在においても制度として行なわれている会計実務について充分に意味が存在するのだとして説
明的に記述することによって形成するものと見るのである。
このように，リトルトンは.会計実務は目的をもった行為そのものであか会計理論はこの
行為についての解釈ないし理由づけであるとしている。それゆえ，会計理論がリトルトンのい
うように説明的に記述するものであるならば，その理論は，まず，古くから行なわれ，現在に
おいてもなお行なわれている実務についての意味づけに努力しなければならないであろう。た
だ，その意味づけはどのようなものであっても良いというわけではない。会計理論は会計の目
的に関連した意味づけをなすものでなければならない。会計理論はどの特定の領域についての
理論を構成する場合にも，会計の中心目的と関連していなければならない。
ところで，広く各国において古くから行われてきた慣行的評価思考であり，現在でも実務界
から広く支持されている低価主義について期間損益計算の見地からすると合理性をもたないと
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の見方がある。故番場嘉一郎教授は「理論的には非難されてきた評価方法であるお」として次
のように述べている。 1"・H ・貸借対照表は損益計算の副産物であり ……このような原価主義
思想が支配する今日では，低価主義を 原価主義の例外をなす評価原則とみることは当然であ
る。 21J。また，藤田敬司教授は次のように述べている。「低価法が資産の健全化を目的とする
といっても，そのような会計実務ははたして理論的に支持されるかどうかである 22Jo 1物理的
損壊や流行遅れによる時価下落に低価法を適用することは 保守主義的思考として説明できる
としても，価格変動 (changeof price revels)についての理論的説明は見当たらない 23J。
低価主義を例外的評価方法であると見ている論者は多い。実務を容認しながら，自身の会計
理論の中に低価主義の理論を組み込むことができずに，例外としてしか理論づけできないので
あれば，それは単に理論構成が悪いだけのことである。例外のない原則はないと言われること
があるが，単に原則が弱体であるために例外が出現するとすれば，この原則をもって説明する
理論に欠陥が見られるだけのことである。低価主義という実務を容認するけれども理論づけで
きないとか，例外としてしか理論づけできないというのは誤った会計理論である。
低価主義を例外的評価方法であるとする見方は制度として行われてきた会計についての観察
を誤っている。仮に，原価主義とは主として資産の価額づけに際して常に取得原価のままで価
額づけを行う方法であると定義するとすれば 低価主義はまさしくそのような方法ではないの
で，原価主義会計の体系に低価主義という例外的評価方法が存在するということになるかもし
れない。ただ，その場合，なぜ、原価主義会計の体系に低価主義という例外的評価方法が採用さ
れているのかを理論的に説明しなければならない。
原価主義を主として価額づけに際して常に取得原価そのままで価額づけをする方法であると
規定する者は多いが，そこに例外があるのだというのであれば行われている会計の観察を誤っ
ている。会計において実際に行われているものについての充分な観察を行い，行われているこ
とについての意味づけを行うことこそ会計理論として必要なことである。
現在でも実務界から広く支持されているのは，現代的意味が存在するからである。低価主義
の生成過程に関係なく，現在の会計において実際に行われていること自体に意味を見出し，会
計理論における正当な位置を与えて，組み込まれうるように理論構成すべきである。
低価主義が採用されれば，未実現損失は積極的に，未実現利益は消極的に取り上げられるこ
とになる。ただ，低価主義に限らず，現在の会計において，費用は発生主義によって，収益は
実現主義によって取り上げられている。すなわち，費用・損失は未実現のものが取り上げられ
ている。現在の会計では費用と収益の取り上げ方は不統ーなのである。この取り上げ方の不統
一は批判すべきであろうか。そうではなくて，このような不統ーな取り上げ方が行われている
のは，利益の分配可能性ということで一般に説明されているはずで、ある。費用を発生主義によっ
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て，収益は実現をまって認識することが，利益の分配可能性という点から認められるのであれ
ば，評価損を積極的に取り上げ，評価益を消極的に取り上げる低価主義についても，利益の分
配可能性という点から説明されるべきであろう。すなわち，低価主義が現在でも実務界から広
く支持されているのは分配可能利益の算定という会計の主目的にうまく合致しているからであ
る。低価主義というやや特殊とも思われがちな方法が一般に広く行われているのは現在の会計
の主目的が分配可能利益の算定であることの証明なのである。
m.費用・収益アプローチと資産・負債アプローチ
収益・費用アプローチ，資産・負債アプローチというのは会計目的観の違いである。期間損
益計算(分配可能利益の算定)を会計の主目的と見る会計理論と経営状況の報告(情報開示)
を会計の主目的とみて会計理論とでは組み立て方が違う。主目的が異なれば作成される財務諸
表も異なることになる。そのことを理解していないと両者を混同した理論になってしまう。
従来，時価評価が認められていなかった売買目的有価証券について.r金融商品に係る会計
基準の設定に関する意見書1以下『意見書j)は，時価をもって貸借対照表価額として，その
評価差額は当期の損益として処理することとした(m.四-2(1))。従来，認められていなかっ
たものが認めるようにするのは，従来の目的と異なった目的のためであろう。しかし，そのよ
うには考えられずに，古い理論に新しい理論を継ぐような無理な理論が展開されている。
次のような説明がある。「有価証券のうち市場性のあるものの保有利得は企業の意思で容易に
それを流動化し確定できる状態(実現可能な状態)にあるおJorこのような市場性ある有価証
券の保有利得についてまで，売却を絶対視して実現一未実現の線引きをするのは多分に恋意的
であり，市場変動を期間ごとに捉えて当期の利益に計上するのが適切であると考えるおJor…… 
分配可能利益算定の場へ保有利得を取り込む必要性と適格性の検討・が待ったなしに求められる
であろうお」。
こうした説明は，費用・収益アプローチと資産・負債アプローチを混ぜこぜにしている。従
来，有価証券の値上がり益は未実現収益であって，計上しではならないものと説明されてきた
はずのものである。そこで，評価益の計上を正当化するために，実現可能性が高いとか，実現
概念の拡大などの理由を挙げている。しかし 実現の可能性が高いということは実現していな
いのであるから，未実現である。実現概念の拡大ということは，従来の実現概念よりも広い実
現概念であるので，その実現概念は分配可能利益を算定してきた実現概念とは別物である。
財務会計においては，収益は実現主義によって認識されてきた。それは分配可能利益の算定
という意味からである。評価差額は，従来，未実現収益とされてきたものである。それが突加
578 一一経 営 論 集一一
として，実現ー未実現の線引きをすることなく，分配可能利益に入れるべきであるというのは
理解不能である。評価差額はどんなに実現の可能性が高くても 未実現収益でしかない。分配
は不可なのである。では，評価差額は計上しではならない収益なのであろうか。否，分配不可
であっても.計上することを拒否すべきではない。
『意見書』は売買目的有価証券について投資家にとっての有用な情報および企業にとっての
財務活動の成果は期末時点での時価によって求められると考えている。そのため. I時佃iをもっ
て貸借対照表価額としている (m.四-2 Cl))。売買目的有価証券についての評価差額は未
実現収益で、あっても.投資家への情報開示という点から開示されるべきもので、あって.分配可
能利益であるか否かに関わらないのである。分配可能利益算定という点からは実現ー米実現の
線引きは必要なことであるが，投資家への情報開示という点からは必要のないことである。
評価差額について，実現可能であるという理由から取り上げるというのであれば，以前から
取り上げられていたはずで、ある。仮に.実現可能であっても取ごり上げられてこなかったのは，
分配可能利益ではなかったからである。それでは，なぜ評価差額が取り上げられるようになっ
たのであろうか。今まで取り上げられてこなかったものが取り上げられるようになったのは，
分配可能利益算定とは異なる意味からである。すなわち，有価証券の売買を目的とする企業(金
融業)に投資する投資家に対する情報開示という観点から未実現であっても取り上げる意味が
あるのである。
有価証券の評価差額について，実現可能という言い方をして，実現可能であるから分配可能
利益に該当するから取り上げるのだと説明するのは.費用・収益アプローチと資産・ í~償アプ
ローチを混ぜこぜにした説明である。
同じことが言える。たとえば，放牧しておいた牛が繁殖して数が増加したとしよう。この自
然増価は利益であろうか。この間に否定的な論者は会計の目的を分配可能利益と見ているので
ある。したがって，この論者は利益を認識する原則として実現主義を採用することになる。こ
の間に肯定的論者は，実現可能性が高い，実現概念の拡大などと無理な話をする必要はない。
牛の自然増価は.畜産業を営む企業に投資する投資家にとって，有用な'情報であるから取り上
げるべきである。
企業会計審議会は平成2年(1990年) 5月に『先物・オプション取引等に係る時価情報の
開示に関する意見書Jを公表して，これらの取引の実態が適時・適切に開示されるために「先
物取引については決算時における未決済の契約額.これに対応する時価および差損益としオ
プション取引については決算時におけるオプションの貸借対照表価額，これに対応する時価お
よび差損益J(二.2)を財務諸表に注記として開示するよう要求した(二.4)。それまで，こ
れらの取引はオフバランスになっていて，会計上取り上げられてこなかった。すなわち，先物・
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オプション取引に係る損益は，決済までは未実現であるとして，会計上取り上げられてこなかっ
たのである。
しかし先物・オプション取引が企業の財政状態に与える影響は大きい。証券・金融市場の
グローパル化や企業の経営環境の変化に対応して財務会計の透明性をいっそう高めていくた
めには.たとえその取引が未実現で、あっても，時価評価に係る会計処理が必要である。国際的
な動向としても.IASCは1998年 12月に国際会計基準第39号『金融商品:認識および測定J
を公表(原則として 2001年1月発効)した。 FASBは1993年5月に FASB1l5号を. 1998年
6月に FASB133号Accountingfor Derivative Instruments and Hedging Activities (rデリノf
テイブおよびへッジ活動に関する会計.1)を公表している。
『金融商品に関する会計基準.1 (平成20年 (2008年)以下、『基準n改正では，デリパティ
ブ取引の価値がその契約を構成する権利と義務の価値の純額に求められることから，デリパ
ティブ取引によって生じた正味の債権を金融資産として，正味の債務を金融負債として貸借対
照表に表示することを求めている。しかも，デリパテイブ取引によって生じた正味の債権・債
務は時価をもって貸借対照表価額とし評価差額は，原則として 当期の損益として処理する
ように求めている (25項、 88項)。これらの評価差額は，従来，未実現の取引であるために取
り上げられてこなかったものであって，これを取り上げることは たとえ未実現であっても情
報開示のために有効であることから開示されることになったものである。『基準Jが公表され
る前は未実現収益であるから，取り上げられてこないで. r基準』が公表されてからは実現収
益に解釈されるようになったから取り上げられるようになったわけではない。
デリパテイブ取引による金融資産・金融負債を貸借対照表に時価で開示するということは，
期間損益計算という観点からの要求ではない。その損益が実現しているから取り上げられると
いうのではない。時価で開示しても 単に値洗いによる時価が示されるだけであって，決済日
までは現金または現金同等物を取得できない。したがって，これが分配可能になるはずはない。
未実現であっても，諸般の課題に係る一連の新しい会計基準の公表と同様に，内外の広範な投
資家の我が国の証券市場へ参加することを促進し，投資家が自己の責任に基づいて適切な投資
判断を行うことができるように， という投資家への情報開示という観点から要求されるように
なったものである。
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N.引当金
(1)実現費用
一般に，費用については発生主義によって認識すると言われている。そして，多くの人々は，
費用はすべて発生主義によって認識するものと考えていて，費用について発生という観念以外
のものは存在しないものと思い込んでいるのである。費用については実現という言い方はしな
いと思われている。しかし始めに述べたように，費用についても実現という観念が存在する。
費用については発生という観念以外のものは存在しないと見ている人々は，費用の発生とは
どのようなものかをたずねられると，資産価値の減少ないし滅失を，その減少ないし滅失の事
実すなわち消費事実の発生によって認識すること，および，資産価値の減少ないし滅失を，そ
の減少ないし滅失の原因すなわち原因事実の発生によって認識することである，と説明する。
しかし発生とは00の発生と00の発生である と説明したとしても，それで発生という意
味が明らかになるとは思われない。 00の発生という場合の発生という語には単に「生じた」
という日常語程度の意味しかないであろう。また，発生には狭義の発生と広義の発生があるな
どと説明したとしても，両者は異なった費用認識方法であり，一つの語が二つの異なる認識方
法を意味することになってしまう。それよりも 費用には発生費用とそうでない費用とが存在
すると見て，両者を明確に区別することこそ必要である。
では，先に費用・収益について，期末に見越・繰延によって認識する場合，未収の収益ある
いは未払の費用は実現あるいは発生のうちのどちらになるであろうか。この場合に，未収の収
益は実現収益，未払の費用は発生費用というように見ることは統一性を欠いた物の見方である。
これらの収益・費用は同じ方法によって認識されたものであり，仮に収益が実現収益の例であ
ると言うのであれば，費用も実現費用となるはずであるし，費用が発生費用の例であると言う
のであれば，収益も発生収益ということにならなければならない。この場合，収益は実現主義
によって認識するという大前提に反しないためには 上記の見越・繰延による費用・収益は，
発生収益および発生費用ではなく，実現収益および実現費用ということになるはずである。
売上は実現収益である。では これに対応すると言われている売上原価はいかなる費用であ
ろうか。通説は，売上原価と言えば，何の説明もなしに発生費用であるとしている。しかし，
それは費用には発生という観念しか存在しないのだという思い込みによるものである。
(a)期中に 100支払った家賃について，期末に 115が未経過である場合に， (b)期中に
100買入れた消耗品について 期末に1/5残っている場合 次の処理が行なわれる。
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(a) 支払家賃 100 現金・債務 100 
前払家賃 20 支払家賃 20 
(b) 消耗品費 100 現金・債務 100 
消耗品 20 消耗品費 20 
(a) ， (b)の見越・繰延の処理は上で述べたように実現した費用の例である。では， (c)売
上原価算定のために，期中に 100仕入れた商品について，期末に 115が残っている場合に次
の処理が行なわれる。
(c) 仕 入 l∞ 現金・債務 l∞ 
繰越商品 20 仕 入 20 
(c)の処理は (a)， (b)と同じく，費用の繰延を行なった処理である。すなわち，売上原価
は発生費用なのではなくて，実現費用なのである。
なお，蛇足を承知でいえば，同じ費用の繰延であるから，消耗品勘定は前払消耗品費勘定，
繰越商品勘定は前払仕入勘定でも良いのではないだろうか。また 期首に行う支払家賃 20 / 
前払家賃 20の処理，消耗品費20 /消耗品 20の処理が再振替処理であるから，決算修正と
されている仕入 20 /繰越商品20の処理も本来 期首に行うべき再振替処理と見るべきであ
ろう。
(2)発生主義と引当金
現行の制度会計は発生主義会計と呼ばれている。この発生主義会計という呼称は，現金主義
会計一→半発生主義会計(実現主義会計)ー→発生主義会計という会計の.歴史的発展過程に
おけるひとつの呼称である 2i 一一この半発主義会計という呼び方は故黒沢清教授による呼称
であるが，恩師・木村重義先生は実現主義会計と呼んで、いたので，以下，実現主義会計とする
おー一会計の歴史的発展過程におけるそれぞれの会計に，それぞれの呼称が存在するが.それ
はそれぞれの会計が，他の時代の会計に見られない特徴を有するからである。現行の会計が発
生主義会計と呼ばれるのも そこにおいて採用されている費用・収益についての認識方法に他
の時代の会計に見らない特徴があってのことである。
引当金を設定しての費用の認識は，あとで見るように，発生主義会計と呼ばれる会計におい
て見られるものであってみれば，この会計の特徴を知ることができるならば，引当金とはどの
ようなものなのか，その本質を明らかにすることができるであろう。その発生主義会計がどの
ような特徴をもっ会計であるかは，この会計とそれ以前の存在である現金主義会計および実現
主義会計と比較することによって知られよう。
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現金主義会計は，最も原初的な会計である。現金主義会計の典型的な例は.一つの大航海が
終了するたびに資本をも含めて，利益を分配したとされる冒険取引を営んでいた当座的企業の
会計に見ることができると言われている 290 この会計においては，現金主義が採用され，現金の
支出に基づいて費用が，また，現金の収入に基づいて収益が認識されていたと言われているへ
そして，決算については，この時代の企業が当座的企業であったことを考えると，企業の終了
をまって行なわれ，現在の会計において見られるような決算修正は行なわれていなかったと考
えられるよう。
17世紀に入って，資本主義が発展し，近世企業が一定の都市に定着して営なまれるように
なると，企業は在庫を備え，かつ，それを継続的に補充することになる。それとともに，会計
は商業旅行や商品の種類を単位とした会計から，期間を単位とした会計へと移行してゆくこと
になる 31。会計が期間を単位として行なわれるようになると 費用・収益を現金主義だけに基
づいて認識することは不都合になってくる。この不都合さを調整するために償権債務確定主義
と呼ばれる費用・収益の認識方法が採用されるようになってくる 32。この債権債務雑定主義に
ついて，故黒沢清教授は現金主義から発生主義への橋渡しをした原則であるとされて.三|三発生
主義と名づけられているが:切 実現主義と言って良いであろう。
実現主義会計においては，現金主義会計の時代と同じように.現金の支出および、収入に鵠づ
いて費用・収益の認識が行なわれるほかに，実現主義によっても費用・収説が認識されるよう
になってくる。この実現主義によれば 費用・収益は債権・債務の確定によって認識され.さ
らに，黒沢教授が述べられているように，未払費用や未収収益といったものが取り上げられる
ようになるヘすなわち，実現主義会計という会計は，期中取引については，現金主義会-;1.1の
時代と閉じように，現金の支払および収入に基づいて費用・収益を認識するほかに，新しく債
権・債務の確定に基づいても費用・収益の認識を行ない，決算取引については，見越・繰延に
よっても費用・収益の認識を行なうようになった会計と言えるであろう。
実現主義会計に続く現在の発生主義会計は，そこにおいて行なわれているところを観察する
と，実現主義会計の時代と同じように，期中取引については現金の収支および債権・債務の確
定によって費用・収益を認識し決算取引については見越・繰延によって費用・収益を認識す
るほかに，新しく引当金の設定による費用の認識を行なうことになる。ここで，現金主義会計¥
実現主義会計，発生主義会計，それぞれの会計の特徴を明らかにするために，下記のように表
にして示してみよう 350
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:烹 現金主義会計 実現主義会計 発生主義会計当座企業 継続企業 継続企業
日 費 ① 00費 xx ①左に同じ ①左に同じ
現 ~ x x ② 00費 xx ②左に同じ
常 用 債 務 xx 
取 リ又 ①'現 ヨ~ヘ xx ①'左に同じ ①'左に同じ
00益 xx ②'債 ネ在 xx ②'左に同じ
ヲl益 00益 xx 
③前払費用 xx ③左に同じ
決 費 00費 xx ④左に同じな し ④ 00費 xx ⑤ 00費 x x 算 用
修 未払費用 xx 引当金 xx 
正 ③'未収収益 xx ③'左に同じ
取 収 00益 xx 
51 な し ④'00益 xx ④'左に同じ益
前受収益 xx 
このように表にしてみると.現金主義会計，実現主義会計，発生主義会計といったそれぞれ
の会計の特徴がいっそう明らかになるであろう。現金主義会計は 現金の支出および収益に基
づいてのみ費用・収益を認識する会計であり，その特徴は現金主義のみを用いるところにある。
実現主義会計は，費用・収益について現金の支出によって認識するほかに，新しく債権・債務
の確定によっても，また，決算修正取引として見越・繰延によっても認識する会計である。す
なわち，実現主義会計は，現金主義会計の時代に行なわれていた現金主義を採用し.新しく実
現主義を追加的に採用して，費用・収益を認識する会計である。したがって，この会計の特徴
といえば，現金主義会計の時代には見られなかった実現主義を採用したところにあると言って
よいであろう。実現主義会計の次の展開である発生主義会計においては，実現主義会計の時代
に見られた費用・収益の認識方法のほかに，費用についてだけは新しく引当金を設定すること
によっても認識が行なわれている 36。すなわち 発生主義会計は 実現主義会計において行な
われていた認識方法のほかに，新しく引当金の設定による費用の認識をも追加的に採用した会
計である。したがって，この会計の特徴といえば.実現王義会計の時代には見られなかった引
当金による費用の認識方法を採用したことにあると言ってよいであろう。
はじめに，現金主義会計，実現主義会計，発生主義会計という呼称が存在するのはそれぞれ
の会計が他の時代の会計と異なる特徴を有するからであると述べた。実現主義会計が，なぜこ
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の呼称が与えられたのかは この会計が現金主義会計の時代に採用されていた現金主義のほか
に，現金主義会計の時代には見られなかった実現主義を採用しているからである。同じように
考えるならば，発生主義会計になぜこの呼称が与えられたのかは，実現主義会計の時代に見ら
れた認識方法のほかに，新しく引当金による認識方法を採用しているからである。それゆえ，
現在の会計が発生主義会計と呼ばれ，また，この会計の特徴が引当金による費用の認識にある
ことを考えるならば，この引当金による費用の認識こそが発生主義による費用の認識方法であ
ると言える。
ところで，一般に，費用は発生主義によって認識される，と言われているが，この説明は妥
当なものなのであろうか。たとえば，下記のような処理によって費用の認識が行なわれたとし
ょう。
① 00費xxx 現金 xxx
この費用認識方法は発生主義によるものであろうか。この認識方法は，現金主義会計の時代
において行なわれていたものであって，仮に この認識方法が発生主義であると言うとすれば，
現金主義会計の時代に費用が発生主義によって，認識されていたという矛盾を見ることになる
であろう。このように述べると，発生主義には狭義のものと広義のものとがある，との説明が
なされるかもしれない。しかし この場合上記の会計処理がいつの時代の会計においてなさ
れたものであるかは特定していなかったが，仮に この処理が現金主義会計の時代になされて
いたものである， という条件をつけるとすれば，誰もがこの場合の費用認識方法は現金主義で
あると答えるであろう。
次に，この処理が現在の発生主義会計においてなされたものである， という条件をつけると
すれば，この費用認識方法は何主義になるのであろうか。この方法を発生主義というのだとす
ると，現金主義会計の時代に現金主義と呼んだと同じ費用認識方法が，発生主義会計になると，
その呼称が単に発生主義という呼称に変わっただけという話になってしまう。
次に，現在の会計において，期中取引について下記の②の処理を，決算修正取引につい
て下記の③，④の処理を行ったとしよう。
② 00費 xxx 債務 xxx
③ 前払費用 xxx 00費 xxx 
④ 00費 xxx 未払費用 xxx 
これらの費用を認識する方法は発生主義であろうか。これらの費用の認識方法も，すでに実
現主義会計の時代に採用されていた方法であり，発生主義ではないであろう。この場合，見越・
繰延は発生主義会計の先駆けとなるものであるけれども幻 それはあくまでも現金主義から発
生主義への橋渡しの役をはたしたものであって実現主義による費用認識の例であるお。仮に，
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これらの費用の認識方法が発生主義であると言うとすれば，先の場合と同様に，実現主義会計
の時代に発生主義による費用の認識が.行なわれたという矛盾を見ることになるであろう。そ
れでもなお通説はこの費用の認識方法は発生主義であるとの説明をするかもしれない。しかし，
②債務の確定，③繰延，④見越が発生主義の例であるとするならば，先の表に見る②。債権
の確定，③『繰延，④『見越による収益の認識は，②，③，④と同じ意味のものであってみれば，
②:③" G:の例も発生主義による認識の例ということになってしまうのであろうか。しかし，
これらの認識が発生主義によるものであるとすればそれは 収益については発生主義による
べきでないとする会計の大前提と矛盾することになってしまう。
上記の②，③，④の費用を認識することは，発生主義によるものではない。では，発生主
義による費用の認識というのは，どのような場合であろうか。現在の発生主義会計と呼ばれて
いる会計においては，すでに見たように，費用は，①現金支出，②債務の確定，③繰延，④
見越のほかに，⑤引当金の設定によっても認識されている。これらのうち，⑤引当金の設定
によるもの以外の①~④のものは発生主義会計以前の会計においてすでに行なわれていたも
のであって，これらが発生主義によるものでないことはすでに見たとおりである。これに対し
て，⑤引当金の設定による費用の認識は，発生主義会計の時代になってから見られるように
なったものである。そして，現在の会計が発生主義会計と呼ばれるのは，費用の認識方法とし
て他の時代の会計には見られない特徴，すなわち，発生主義の使用にあるのだとすれば，この
⑤引当金の設定による費用の認識こそ他の時代に見られない発生主義会計の特徴であり，この
⑤引当金の設定による費用の認識こそが発生主義による費用の認識であるということになるで
あろう。すなわち，すべての費用が発生主義によって認識されるのではなくて.引当金の設定
によって費用を認識することのみが発生主義による費用の認識なのである。
(3)引当金の本質
現在の会計をその特徴のゆえに発生主義会計と呼ぶこと 引当金の設定による費用の認識の
みが現在の会計になってから見られるようになったものであることなどを考え合わせると，引
当金の設定による費用の認識こそが発生主義会計の特徴であり この費用の認識こそが発生主
義による費用の認識の例と言える。では，発生主義による認識とはどのようなものなのか。こ
の点を明らかにすることができるならば，引当金の本質も容易に理解できるであろう。
企業会計原則・損益計算書原則五 Aの但告:に「未実現収益は，原則として，当期の損益計
算に計上しではならないjとあって，一般に，収益は発生しただけで計上しではならず，実現
をまって計上すると言われている。発生収益は実現をまって計上する，ということは，発生収
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益とは実現する以前の収益をいうことになる。また.計上してはならない未実現収益は，その
字の示すとおか実現する以前の収益である。すなわち，発生収益と未実現収益とはイコール
である。そして.実現ということが費用についても言いうるなら，発生費用というのは未実現
費用とイコールということになるはずで、ある。したがって，費用を発生主義によって認識する
ということは，未実現の費用を認識するということになるはずである。
実現という意味は，確実で確定している状態をいうのであるから，未実現とイコーJレである
発生は，実現する以前の状態，すなわち，不確実・未確定の状態を意味すると見てよいであろ
う。ただ，期間損益計算のためには，不確実・未確定のものをすべて取り上げるわけにはゆか
ない。当期の経営活動に関係のある不確実・未確定のものが取り上げられることになる。そこ
で.発生とは何かを木村重義先生の言葉を借りて規定すれば.r将来，実現することが予測され.
その実現することの原固または原因の一部が当期の経済活動および経営の状況にある場合.そ
れを当期の損益計算に取り上げること吋すなわち，予見 (anticipation)と規定されるであろ
う。このように，実現とは確実・確定と見て，発生とは不確実・未確定と見ることは通説を支
持している人々にも受け入れられるはずである。すなわち 通説を支持する人々も，収訴は発
生したものでなしに，実現したものを認識し費用について発生したものを認識するとしてい
る。その理由を収益は分配可能性ということを考慮して不確実・未確定であってはならないが，
費用は不確実・未確定であっても予測によって認識してよいとか，あるいは，予想の利説はin
上してはならず.予想の損費は計上せよ.と説明している。このことからすれば.実現イコー
ル確実・確定，発生イコール不確実・未確定というふうに見ることに反対はないはずである。
引当金は発生主義会計になってから現われたものであって，引当金による費用の認識こそ発
生主義による費用の認識とイコールであると述べた。したがって 引当金の概念は発生という
語の意味するものと同一概念ではければならないはずである。このように見れば，引当金の定
義は，上に示した発生概念に「…-・によって生じた貸方項目」という文言をつけくわえるだけ
で規定できるであろう。引当金の相手方は費用(損失)であるので.その語も定義の内に入れ
ると，引当金とは. 1""将来，費用(損失)が実現することが予測され，その実現することの原
因あるいは原因の一部が，当期の経営活動あるいは経営の状況にある場合.それを当期の損益
計算に取り上げることによって生じた貸方項目 40Jと定義できるであろう。
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